
【発 行】
７通信大隊第１係

１
面

第
32
代
第
７
通
信
大
隊
長
離
任

２
面

第
33
代
第
７
通
信
大
隊
長
着
任

３
面

第
32
代
第
1
通
信
中
隊
長
着
任

４
面

転
入
者
紹
介

５
面

派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
壮
行
行
事

６
面

大
隊
創
隊
65
周
年
記
念
式
典
、
大
隊
創
隊
65
周
年
記
念
祝
賀
会

７
面

大
隊
部
隊
標
識
除
幕
式
、
師
団
長
揮
毫
、
慰
霊
碑
建
立
、
大
隊
朝
礼
台
除
幕
式

８
面

３
尉
任
官
行
事
、
３
曹
昇
任
行
事
、
第
４
次
大
隊
訓
練

９
面

大
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
、
大
隊
炊
事
競
技
会
、
大
隊
銃
剣
道
競
技
会

10
面

令
和
７
年
度
ス
キ
ー
指
導
官
・
格
闘
指
導
官
取
得

11
面

大
隊
最
先
任
に
よ
る
新
着
任
者
教
育
、
定
年
退
官
行
事
、
隊
員
自
主
募
集
、
栄
典
業
務

12
面

昇
任
、
指
定
、
人
事
往
来
、
賞
詞
、
任
期
満
了
退
職
者
、
結
婚
し
ま
し
た
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

第 ３ ２ 代 大 隊 長 別 府 ２ 佐 離 任 式

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（１）

別
府
２
佐
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
着
任
以
来
、
統
率
方
針
「
所
命
必
通
」
、
要
望
事
項
「
有
事
必

通
」
「
進
化
無
限
」
を
掲
げ
、
各
種
訓
練
や
演
習
に
お
い
て
優
れ
た
統
率
力
と
冷
静
な
判
断
力
を
発
揮

さ
れ
部
隊
を
牽
引
し
ま
し
た
。
特
に
、
新
生
機
甲
師
団
の
創
造
に
尽
力
さ
れ
、
機
動
分
散
指
揮
所
や
衛

星
通
信
所
の
機
動
化
、
民
生
通
信
機
材
の
積
極
導
入
と
い
っ
た
新
た
な
分
野
に
挑
戦
し
、
部
隊
の
精
強

化
及
び
人
材
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
隊
員
を
鼓
舞
し
続
け
た
別
府
２
佐

は
、
令
和
８
年
３
月
13
日
に
挙
行
さ
れ
た
離
任
式
後
、
７
通
全
隊
員
に
盛
大
に
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

新
天
地
で
あ
る
東
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
で
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。



大隊長要望事項 

「責任感」

「柔軟性」

着 

任 

の 

辞

令
和
８
年
３
月
16
日
付
で
第
33
代
第
７
通
信
大
隊
長
を
拝
命
し
た
一
ノ
瀬

で
す
。

 
  

  
 

第
７
通
信
大
隊
長
と
し
て
着
任
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思

う
と
と
も
に
、
第
７
通
信
大
隊
の
一
員
と
し
て
任
務
・
職
務
に
あ
た
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
の
統
率
方
針
は
「
必
通
」
、
要
望
事
項
は
「
責
任
感
」
と
「
柔
軟
性
」

で
す
。

第
７
通
信
大
隊
長
と
し
て
、
第
７
師
団
が
目
指
す
「
今
戦
え
る
師
団
へ
の

進
化
」
、
「
新
生
機
甲
師
団
へ
の
創
造
」
の
旗
印
の
下
、
諸
先
輩
方
が
築
き

守
っ
て
き
た
「
必
通
」
の
２
文
字
を
統
率
方
針
に
掲
げ
、
第
７
通
信
大
隊
が

部
隊
展
開
す
れ
ば
シ
ス
テ
ム
通
信
は
必
ず
つ
な
が
る
、
新
領
域
に
も
対
応
で

き
る
と
い
っ
た
信
頼
を
、
引
き
続
き
勝
ち
得
て
い
き
た
い
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
要
望
事
項
と
し
て
、
「
責
任
感
」
と
「
柔
軟
性
」
の
２
点
を

要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
内
外
情
勢
は
大
変
厳
し
く
、
今
ま
で
の
常
識
が
非
常
識
に
、
あ
り
得
な

い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
時
代
に
入
っ
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
部
隊
勤
務
の
み
な
ら
ず
、
私
生
活
に
お
い
て
も
同
じ
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
第
７
通
信
大
隊
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
を

強
く
意
識
し
、
一
日
一
歩
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
っ
た
と
し
て
も
、
よ
り
良
い

方
向
に
進
め
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

変
化
す
る
状
況
に
対
し
て
は
柔
軟
に
構
え
、
型
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
任

務
完
遂
に
向
け
て
、
真
に
必
要
な
事
に
対
し
努
力
を
集
中
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
隊
長
と
し
て
、
先
行
き
不
透
明
さ
が
増
す
将
来
を
見
据
え
、
人

材
育
成
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
通
信
科
の
隊

員
は
、
シ
ス
テ
ム
通
信
の
分
野
に
加
え
、
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
等
の
新
領
域

の
分
野
、
長
期
継
戦
を
見
据
え
た
補
給
整
備
の
分
野
の
ほ
か
、
冬
季
戦
技
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
、
銃
剣
道
等
、
隊
員
個
々
の
戦
技
の
分
野
ま
で
、
広
範
多
岐
に

わ
た
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
教
育
入
校
の
機
会
は
最
大
活
用
す
る
と
と
も
に
、
訓

練
・
演
習
の
機
会
を
活
用
し
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
の
工
夫
や
、
任
務
に
有
益
な
資

格
取
得
を
推
進
す
る
等
、
隊
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
取
組
を
進
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
も
対
処
し
得
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

以
上
、
着
任
に
あ
た
り
そ
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

我
々
第
７
通
信
大
隊
が
積
み
重
ね
る
全
て
の
努
力
は
、
国
益
に
直
結
、
裨

益
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
責
任
感
と
柔
軟
性
を
も
っ
て
職
務
に
専
念
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、
第
７
通
信
大
隊
と
し
て
の
任
務
完
遂
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
表
明
し
、
着
任
の
辞
と
し
ま
す
。

令
和
８
年
３
月
16
日

第
33
代
第
７
通
信
大
隊
長

２
等
陸
佐

一
ノ
瀬

佐
季

第
33
代

第
７
通
信
大
隊
長
着
任

一ノ瀬２佐 経歴

平成 20年 12月 第11普通科連隊第5中隊(中隊付)
21年   3月 第7通信大隊第2通信中隊(共用通信小隊長)
23年  8月 第7通信大隊第1通信中隊(指揮所通信小隊長)
24年  3月 第7通信大隊第1通信中隊(通信運用幹部)
25年  3月 第7通信大隊大隊本部(運用訓練幹部)
27年  3月 通信学校第1教育部訓練教官室第2班(訓練教官)
28年 12月 幹部学校付(＃62 CGS学生)
30年  3月 通信学校企画室(計画幹部)
31年  3月 陸上幕僚監部指揮通信システム・情報部情報課付

外務省総合外交政策局(出向)内局調査課併任
令和  3年  3月 統合幕僚監部防衛計画部防衛課防衛交流班

 5年  8月 陸上幕僚監部装備計画部装備計画課後方計画班
 8年  3月 現職

一 ノ 瀬 佐 季

２ 等 陸 佐

昭和59年8月21日

福 岡 県

平成20年3月23日

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（２）

氏 名

階 級

生年月日

出 身

入 隊

巡閲器材庫巡視

幹部挨拶



離任中隊長

た
。

巡閲

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（３）

令
和
８
年
３
月
16
日

１
等
陸
尉

中
松

恵
志
郎

令
和
８
年
３
月
16
日
付
を
も
っ
て
、
第
１
通
信
中
隊
の
指

揮
を
中
松
１
尉
が
執
る
。

先
ほ
ど
、
大
隊
長
よ
り
過
分
な
紹
介
を
い
た
だ
い
た
が
、

改
め
て
、
部
隊
を
率
い
る
に
あ
た
り
所
信
の
一
端
を
述
べ
る
。

現
在
、
諸
官
も
承
知
の
と
お
り
陸
上
自
衛
隊
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
日
々
激
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
我
々
シ
ス
テ
ム
通

信
科
部
隊
及
び
隊
員
に
求
め
ら
れ
る
任
務
に
つ
い
て
も
、
一

層
の
即
応
性
、
確
実
性
及
び
多
様
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
で
あ
る
第
７
師
団
の
通
信
中

隊
と
し
て
、
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
師
団
の
指
揮
・

連
絡
の
骨
幹
を
確
保
し
、
部
隊
行
動
を
支
え
る
こ
と
が
我
々

の
任
務
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
中
隊
長
上
番

に
あ
た
り
次
の
２
点
を
要
望
す
る
。

１
点
目
は
、
「
創
造
」
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
通
信
科
部
隊
と
し
て
、
作
戦
の
全
局
面
に
わ
た

り
指
揮
・
統
制
の
命
脈
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
及
び
通
信
を
確

保
し
得
る
通
信
運
用
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
教
育
訓
練
及

び
隊
務
運
営
を
通
じ
、
変
化
す
る
任
務
環
境
に
適
切
に
対
応

し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
、
中
隊
の
総
合
戦
闘
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

２
点
目
は
、
「
継
承
」
で
あ
る
。

第
１
通
信
中
隊
が
、
諸
官
を
は
じ
め
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
築
き
上
げ
て
き
た
、
数
々
の
栄
光
、

伝
統
及
び
良
き
部
隊
風
土
は
、
任
務
完
遂
の
大
き
な
基
盤
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
確
実
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
相
互

の
信
頼
と
団
結
の
も
と
、
中
隊
に
集
う
一
人
ひ
と
り
の
能
力

(

ち
か
ら)

を
集
結
し
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
任
務
を
完
遂
し
得

る
中
隊
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
諸
官

に
対
し
「
創
造
」
と
「
継
承
」
を
要
望
す
る
。

結
び
に
、
第
７
師
団
の
中
枢
を
担
う
第
１
通
信
中
隊
長
に

上
番
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
部
隊
の

長
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
陣
頭
指
揮
を
執
り
皆
さ
ん
と
と
も

に
任
務
に
ま
い
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
す
る
。

着
任
の
辞

第
32
代

第
１
通
信
中
隊
長

着
任

中松1尉 経歴

平成 11年   4月 第8特科連隊
 11年  7月 中央野外通信群
18年  3月 中央基地システム通信隊
29年  3月 北部方面システム通信群

令和  6年  3月 第4高射特科群
8年 3月 第7通信大隊

萬谷１尉

中隊長要望事項 

「創 造」

「継 承」

第
31
代

第
１
通
信
中
隊
長

萬
谷
１
尉
は
、
令
和
令
和
６
年

３
月
18
日
（
月
）
に
着
任
さ
れ
、

約
２
年
間
の
任
を
終
え
、
令
和
８

年
３
月
16
日
（
月
）
に
北
部
方
面

シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
札
幌
）
に
ご

栄
転
さ
れ
ま
し
た
。



こ
の
度
、
兵
庫
県
の
千

僧
駐
屯
地
よ
り
転
入
い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

実
務
経
験
を
活
か
し
、
伝

統
あ
る
第
７
通
信
大
隊
の

任
務
に
即
戦
力
と
し
て
貢

献
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯

は
じ
め
ま
し
て
、
第
１

普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中

隊
か
ら
来
ま
し
た
、
３
等

陸
曹
、
高
橋
賢
有
で
す
。

平
成
10
年
２
月
28
日
生

ま
れ
の
28
歳
で
す
。
妻
と

ペ
ッ
ト
の
わ
ん
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
日
々
楽
し
く
暮
ら

謹
ん
で
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。
大
槻
３
曹
と
申
し

ま
す
。
第
32
普
通
科
連
隊

か
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。連

隊
本
部
で
文
書
陸
曹

に
従
事
し
て
お
り
、
特
技

は
迫
撃
砲
で
す
が
、
こ
の

こ
の
度
、
第
12
通
信
隊

か
ら
夫
婦
で
転
入
し
て
き

ま
し
た
岡
田
３
曹
で
す
。

12
通
で
は
ず
っ
と
小
隊

に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
異
動
・
業
務
内
容
に

緊
張
や
不
安
も
あ
り
ま
す

第
12
通
信
隊
（
群
馬
・

相
馬
原
）
か
ら
転
属
し
て

ま
い
り
ま
し
た
、
岡
田
３

曹
（
夫
）
で
す
。

新
た
な
環
境
の
も
と
一

日
も
早
く
任
務
に
習
熟
し

部
隊
の
一
員
と
し
て
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

第
６
後
方
支
援
連
隊
補

給
隊
か
ら
、
新
た
に
第
７

通
信
大
隊
本
部
管
理
中
隊

に
配
属
に
な
っ
た
和
泉
１

曹
で
す
。
こ
の
度
、
保
全

係
陸
曹
に
上
番
し
ま
し
た
。

全
体
的
に
ま
だ
よ
く
わ

か
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

み
な
さ
ん
！
ご
き
げ
ん

羊
蹄
山

こ
の
度
、
第
１

陸
曹
教
育
隊
か
ら
転
入
し

て
き
ま
し
た
鈴
木
曹
長
で

す
。
３
年
振
り
の
7
通
勤

務
と
い
う
こ
と
で
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１
曹
教
勤
務
で
は
上
曹
中

隊
及
び
中
曹
中
隊
で
勤
務

こ
の
度
、
西
部
方
面
シ

ス
テ
ム
通
信
群
第
３
０
１

電
子
戦
中
隊
か
ら
１
中
隊

に
帰
還
し
ま
し
た
、
横
田

２
曹
で
す
。

鹿
児
島
か
ら
北
海
道
へ

移
動
し
て
１
か
月
程
経
ち

ま
し
た
が
、
ま
だ
、
部
隊

令
和
８
年
３
月
16
日
付

で
第
７
通
信
大
隊
第
２
・

３
係
主
任
の
職
を
拝
命
し

た
小
笠
原
３
佐
で
す
。
北

方
勤
務
は
５
年
振
り
な
の

で
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
と

と
も
に
寒
さ
に
早
く
慣
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

こ
の
度
、
第
９
後
方
支

援
連
隊
偵
察
直
接
支
援
隊

か
ら
１
中
隊
へ
異
動
し
て

き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
、

見
る
も
の
す
べ
て
が
初
め

て
で
既
に
パ
ン
ク
気
味
で

す
が
「
な
ん
と
か
な
る
っ

転

入

者

紹

介

２
・
３
係
主
任

 

３
等
陸
佐

 

小
笠
原

郷
搏

本
部
管
理
中
隊

 

陸
曹
長

  

鈴
木 

輝
征

本
部
管
理
中
隊

 

１
等
陸
曹

  

和
泉

 

佑
広

第
１
通
信
中
隊

２
等
陸
曹

 
   

橋
本

 

旭

第
１
通
信
中
隊

３
等
陸
曹

 
   

岡
田

 
裕
太

第
１
通
信
中
隊

２
等
陸
曹

 
   

横
田

 

翔
也

第
１
通
信
中
隊

 

３
等
陸
曹

 
   

藤
田

 

桃
子

第
２
通
信
中
隊  

 

３
等
陸
曹

 
   

高
橋

 

賢
有

第
１
通
信
中
隊  
 

３
等
陸
曹

 
   

大
規

 

真
裕

本
部
管
理
中
隊 

３
等
陸
曹

 
   

岡
田

 

早
織

け
で
す
が
、
前
向
き
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
私
も
妻
も
北
海
道
で
過
ご
す
こ
と
が

初
め
て
の
経
験
な
の
で
来
た
か
ら
に
は
、
仕
事
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
も
十
分
に
楽
し
み
た
い
で
す
。
第
７
通

信
大
隊
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

が
新
た
な
挑
戦
を
楽
し
み
な
が
ら
、
１
日
も
早
く
戦

力
に
な
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
不
慣
れ
な
点
も
多
く

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

５
年
前
の
２
師
団
勤
務
か
ら
７
師
団
勤
務
に
な
っ
た

こ
と
で
、
特
性
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
迅
速
に
部
隊

を
掌
握
し
、
大
隊
の
精
強
化
に
少
し
で
も
寄
与
で
き

る
よ
う
勤
務
に
ま
い
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

雰
囲
気
の
い
い
職
場
環
境
な
の
で
楽
し
く
過
ご
せ
そ

う
で
嬉
し
い
で
す
。

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（４）

り
ま
す
。
ま
だ
、
不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

し
て
お
り
、
助
教
と
し
て
通
信
科
で
は
学
べ
な
い
識

能
や
多
職
種
の
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
見
聞
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
知

識
を
少
し
で
も
部
隊
で
活
か
せ
る
よ
う
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
私
自
身
上
級
ス
キ
ー

指
導
官
で
す
の
で
、
部
隊
の
冬
季
戦
技
能
力
の
向
上

及
び
後
輩
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
！
今
後
と
も
よ
ろ
支
笏

湖

大
隊
朝
礼
時
相
互
に
敬
礼

の
勤
務
や
、
北
国
の
気
候
に
慣
れ
て
い
く
途
中
の
た

め
、
不
安
や
体
調
の
管
理
に
気
を
付
け
て
、
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
る
と
と
も
に
、
１
日
も
早
く
部
隊
の
戦

力
に
な
れ
る
よ
う
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。
今
後
と

も
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
ょ
！
」
の
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
。
趣
味
は
子
供

の
頃
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
と
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
始
め
た
お
酒
で
す
。

知
識
ゼ
ロ
、
知
人
ゼ
ロ
、
心
細
い
の
で
、
愛
の
あ

る
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

度
、
全
く
異
な
る
分
野
へ
転
じ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
未
熟
な
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
誠

心
誠
意
、
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
事
な
が
ら
、
自
宅
で
は
飼
い
ネ
コ
に
毎
日
癒
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
私
生
活
で
も
北
海
道
な
ら
で

は
の
魅
力
を
発
見
し
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た
毎
日

を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
と
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら

全
力
で
ま
い
進
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



令
和
８
年
１
月
18
日
（
日
）
第
7
師
団
は
ジ
プ
チ
共
和
国
へ
派
遣
さ
れ
た
海
賊

対
処
行
動
支
援
隊
（
第
25
次
要
員
）
の
壮
行
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
隊
員
は
同

年
８
月
上
旬
ま
で
の
間
、
現
地
に
お
い
て
我
が
国
関
係
船
舶
の
安
全
確
保
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
支
援
任
務
に
従
事
し
ま
す
。
第
７
通
信
大
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
る
室

本
２
尉
、
谷
口
２
曹
、
西
田
３
曹
の
安
全
と
任
務
完
遂
を
祈
念
し
ま
す
。

派遣海賊対処行動支援隊 壮行行事

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（５）



大隊創隊65周年記念
式典P-1

65周年人文字

大隊長式辞稲妻会会長 飯田様

大
隊
は
、
創
隊
65
周
年
に
あ
た
り
、
「
師
団
長
に
よ
る
『
必
通
』
の
揮
毫
」
「
部

隊
案
内
板
の
新
調
」
「
記
念
誌
の
発
行
」
「
慰
霊
碑
建
立
」
と
４
つ
の
柱
を
掲
げ
る

と
と
も
に
人
文
字
撮
影
を
実
施
し
、
大
隊
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
２
月
７
日
（
土
）
駐
屯
地
西
体
育
館
に
お
い
て
創
隊
65
周
年
記
念
式
典

を
実
施
し
、
第
14
代
大
隊
長
菊
池
様
、
７
通
稲
妻
会
会
長
及
び
副
会
長
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
65
周
年
と
い
う
節
目
の
記
念
行
事
に
大
隊
長
式
辞
、
稲
妻

会
会
長
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
式
典
最
後
に
は
大
隊
全
隊
員
と
記
念
撮
影
を
撮
り
盛
会

の
う
ち
に
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

大
隊
創
隊
65
周
年
記
念
祝
賀
会

大
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
７
日
（
土
）
創
隊
65
周
年
記
念
祝
賀
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
千
歳
に
お
い
て
実

施
、
千
歳
市
長
横
田
様
、
千
歳
市
市
議
会
議
員
梅
尾
様
が
来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ
、
７
通
稲
妻
会
会
長
及
び
会
員

Ｏ
Ｂ
、
現
役
隊
員
も
含
め
約
１
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
場
と
と
も
に
ス
ラ
イ
ド
上
映
、
大
隊
長
の
挨
拶
に

続
き
鏡
開
き
を
実
施
、
稲
妻
会
会
長
飯
田
様
の
乾
杯
で
祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
と
の
歓
談
の
中
、
最
先

任
上
級
曹
長
の
音
頭
に
よ
り
、
「
第
７
通
信
大
隊
歌
」
を
熱
唱
し
会
を
盛
り
上
げ
、
２
・
３
係
主
任
の
万
歳
三
唱

に
よ
っ
て
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（６）

大
隊
創
隊
65
周
年
記
念
式
典

第７通信大隊創隊６５周年記念
令和８年２月７日



大
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
７
日
（
土
）
に
創
隊
65
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
部
隊
標
識
を
新
調
し
ま
し
た
。
当
日
は
関
係
者
が
見
守
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と

伝
統
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
除
幕
を
実
施
し
た
。

大 

隊 

部 

隊 

標 

識 

除 

幕 

式

第７通信大隊
慰霊碑建立

武田師団長揮毫

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（７）

大
隊
は
、
創
隊
65
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
部
隊
標
識
を
新
調
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い

長
年
使
用
し
て
き
た
旧
部
隊
標
識
を
朝
礼
台
へ

移
設
し
、
令
和
８
年
３
月
３
日
（
火
）
大
隊
朝

礼
に
て
除
幕
式
を
実
施
し
、
歴
史
あ
る
部
隊
標

識
が
新
た
な
場
所
で
再
び
隊
員
を
見
守
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

大
隊
朝
礼
台
除
幕
式

旧部隊標識 新部隊標識



第 ４ 次 大 隊 訓 練

大
隊
は
、
令
和
８
年
１
月
19
日
（
月
）
～
21
日
（
水
）
ま
で
の
間
、

第
４
次
大
隊
訓
練
（
Ｒ
ｒ
小
隊
・
３
Ｎ
検
閲
）
を
厳
し
い
寒
さ
と
深
い

積
雪
の
中
で
実
施
し
た
。
隊
容
検
査
で
人
員
、
車
両
、
任
務
の
理
解
等

確
認
し
、
行
動
命
令
を
も
と
に
各
小
隊
長
の
指
揮
に
よ
り
訓
練
を
開
始

し
た
。
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
状
況
現
示
や
冬
季
に
お
け

る
通
信
所
開
設
要
領
を
工
夫
し
本
訓
練
を
通
じ
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け

る
任
務
遂
行
能
力
の
練
度
向
上
を
図
り
、
無
事
に
訓
練
を
終
了
し
た
。

大
隊
は
、
令
和
８
年
１
月
13
日
（
火
）
３

曹
昇
任
行
事
を
実
施
し
た
。
当
日
は
朝
５
時

の
非
常
呼
集
か
ら
始
ま
り
、
背
の
う
（
約
15

㎏
）
を
背
負
い
第
１
陸
曹
教
育
隊
で
お
世
話

に
な
っ
た
助
教
の
方
々
及
び
師
団
最
先
任
か

ら
の
激
励
を
得
て
、
行
軍
を
完
了
し
、
大
隊

長
に
対
し
３
曹
昇
任
の
決
意
表
明
を
し
行
事

を
終
了
し
た
。 

３ 尉 任 官 行 事

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（８）

大
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
18
日
（
水
）
３
尉
任
官
行

事
を
実
施
し
た
。
早
朝
の
非
常
呼
集
か
ら
フ
ル
装
備
で

の
ハ
イ
ポ
ー
ト
か
ら
は
じ
ま
り
ア
ン
テ
ナ
建
柱
を
指
揮

し
、
そ
の
後
、
７
通
全
隊
員
が
見
守
る
中
、
第
1
教
場

に
て
格
闘
練
成
を
実
施
し
、
大
隊
長
に
対
し
任
官
の
決

意
表
明
を
し
行
事
を
終
了
し
た
。

３ 曹 昇 任 行事

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（８）



令和７年度 大隊冬季戦技競技会

大隊は、令和８年２月１９日（木）北大演東千歳地区関ヶ原において、大隊冬季戦技競会を実施した。各中隊
は厳しい練成期間の中、優勝を目指し競技会に臨んだ。降雪及び強風の中で厳しい条件であったが、中隊対抗の
部・アキオ曳航の部共に本部管理中隊が優勝した。

大隊は、令和８年３月５日（木）３年ぶりの大隊銃剣道競技会を駐屯地西体育館で実施した。競技は中隊対抗の
部及び中隊選抜の部の２形式で行われ、各中隊の隊員が日頃の訓練成果を発揮し、気迫あふれる試合を繰り広げた
白熱した攻防に大きな声援が送られ、競技を通じて隊員の士気高揚と団結の強化が図られた。中隊対抗の部では、
本部管理中隊が接戦の中勝ち上がり、見事優勝を果たし、中隊選抜の部においても本部管理中隊が勝ち抜き、優勝
した。

令和７年度 大隊銃剣道競技会

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（９）

令和７年度 大隊炊事競技会
大
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
３
日
（
火
）
大
隊
炊
事
競
技
会
を
実
施
し
た
。
本
競
技
会

は
野
外
炊
事
能
力
向
上
を
図
る
為
に
実
施
さ
れ
、
各
中
隊
は
組
長
を
中
心
に
決
め
ら
れ

た
時
間
内
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
付
け
合
わ
せ
の
サ
ラ
ダ
を
調
理
・
配
食
を
完
了
さ
せ
た
。

大
隊
長
及
び
栄
養
士
・
各
主
任
等
審
査
員
の
結
果
、
優
勝
は
本
部
管
理
中
隊
に
輝
い
た
。

全

て

優

勝

本

部

管

理

中

隊

優勝！本部管理中隊



格
闘
指
導
官

誕
生

スキー指導官 誕生

１中隊
草野３曹

２中隊
田中(寛)３曹

１中隊
髙山２曹

１中隊
佐藤(翔)３曹

１中隊
林２曹

挑戦を支えてくれた小隊の仲間や、時間を割いて練成
を見て下さった指導官の皆様には感謝しかありません。
猪木の「道」にもある通り、不安でも踏み出す一歩が道
となります。どんな小さな目標でも継続し、一生懸命に
取り組む姿勢は、誰かの心を動かします。自らも日々進
化し、誰かの背中を押せる指導官に私はなります。

今回２月に実施された、部隊スキー指導官養成訓練に参
加し、無事に部隊スキー指導官に認定いただきました。ま
ずは、指導官になるため部隊の方々が支援等してくれたこ
とに感謝し、今後については、部隊指導官として貢献でき
るように日々努力していきたいと思います。

まずスキー指導官取得まで指導してい
ただいた、先輩指導官の方々、また、取
得するまでの間部隊のスキー練成に参加
する時間を与えて下さった、中隊・小隊
の方々に感謝したいと思います。指導官
養成間も人に恵まれ無事認定をいただく
ことができました。現状に満足すること
なく部隊の冬季戦技能力の向上に貢献で
きるように向上心をもち、スキー指導官
として必要な技術及び知識の向上に努め
ていきたいと思います。

令和７年度部隊スキー指導官養成集合訓
練に参加させていただき、ありがとうござ
いました。無事に部隊スキー指導官に認定
させていただいたのも部隊の皆様の協力及
び支援のおかげだと、とても強く感じてお
ります。この場を借りて、お礼申し上げま
す今後は、約６年間もスキー指導官という
道に挑戦させていただいた恩返しのため部
隊のスキー技術の向上に貢献していきたい
と思います。

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（１０）

格闘指導官を取得し、部隊における格闘訓練の重要性を改めて認識し
ました。今後は安全管理を徹底するとともに、基礎から応用まで分かり
やすい指導に努め、実践を意識した反復訓練、最新の格闘技術の普及を
通じて隊員の技術及び練度の向上を図り、部隊全体の戦闘力向上に寄与
していきます。



定
年
退
官
行
事

大
隊
は
、
令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）
定
年
退

官
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
部
隊

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
中
澤
曹
長
、
菊
地
曹
長
に

対
し
、
盛
大
な
拍
手
の
中
で
二
人
の
門
出
を
祝
福

し
ま
し
た
。
長
年
の
功
績
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
す
。

栄

典

業

務

死
亡
叙
勲
に
関
す
る
手
続
き
及
び
お
願
い

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
現
職
中

の
功
績
と
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
方

は
、
叙
勲
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
死
亡
叙
勲
に
付
き
ま
し
て
は
、
御

遺
族
か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
期
間

が
限
ら
れ
て
お
り
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す

と
叙
勲
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

万
が
一
、
御
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

に
は
、
死
亡
日
を
含
め
五
日
以
内
に
最
寄

り
の
防
衛
省
各
機
関
、
部
隊
等
へ
連
絡
す

る
こ
と
を
御
家
族
共
々
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
元
隊
員
の
死
亡
情
報
を
知
り
得

た
場
合
も
、
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
併
せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（１１）

最先任上級曹長
による新着任者教育

令和８年３月２６日（木）最先任上級曹長に
よる新着任者教育が行われました。第７通信大
隊についての特性や編成等の座学から始まり、
その後場所を移動して史料館にて、第７師団の
歴史を２時間程講義していただきました。
第７師団の歴史ある過去から最新の情報まで

深く広く教えていただき、異動者たちもこれか
ら働く駐屯地への理解を深められました。

隊員自主募集
・採用条件 １５歳以上３３歳未満
・入隊を希望する人
・自衛隊に関心のある人
・災害派遣、国際貢献に興味のある人
・詳しい説明を受けたい人
第１係 援護広報まで連絡下さい。

 (情報は中学校１年生からでも結構です)
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２
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テ
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司
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隊
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千
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１
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司
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２
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３
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長
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第
７
通
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大
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長
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務
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行
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嶋
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和
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祐
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７
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４
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管
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曹
長

同
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井

雅
昭

 
 

榮

誠 
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田
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司

第
７
通
信
大
隊
長
表
彰

 
  
   

  

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
中
隊

１
中
隊

本
管
中
隊

１
曹

同３
曹

山
﨑

哲
司

 
 

橋
本

宏
則 

 
 

工
藤

涼
太

２
中
隊

２
曹

野
呂

拓
斗  

第
７
通
信
大
隊
長
表
彰

 
  
   

  

第
５
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

２
中
隊

本
管
中
隊

３
曹

同

櫛
引

尚
人

 
 

櫻
井

龍
太
郎

令
和
８
年
３
月
26
日
付

１
中
隊

士
長

 

大
隊
本
部

２
中
隊

曹
長

 

大
森

晃

（
３
等
陸
尉
へ
）

２
中
隊

士
長

 

朝
田

洋
平

令
和
８
年
３
月
15
日
付

令和８年５月 ほ く と し ち せ い 第１１８号（１２）

咲汰（さくた）くん
令和８年３月５日 誕生
(本中 和泉１曹  長男）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

結
婚
し
ま
し
た

つむぎ ちゃん
令和８年４月２日 誕生
(１中 豊嶋３曹 長女）

令和８年３月１７日 入籍
１中 ３曹 堀江 龍輝

 琉奈さん
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